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懸盤人参成分のサイトカイン（IL－1β）分泌抑制作用

一

Inhibitory　Effect　of　Panax　notoginseng　Methanol　Extract　（Denchi）

　　　　　　　on　the　Cytokine　I：L－1βRelease　from　PBMC　Cells

一

嶋田　　努1）　丸山　博文2）　栗原　　久3）

丸山　悠司4）　赤瀬　智子5）　油田　正樹1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT

　　The　aim　of　this　research　was　to　find　the　mechanism　of　anti－inflammatory　effect　and　the

properties　of　the　active　constituents　of　methanol　extract　of　Panax　notoginseng　（Denchi）　in

vitro　．

　　Denchi　（100」cig／mL）　inhibited　the　release　of　IL－IB　（880／o），　INF－a　（510／o），　IL－4　（340／o），

INF一γ（28％），1レ10（27％），1レ6（13％）from　PMBC．　However，　it　did　not　change　the　IL－

2　release，　and　increased　the　IL－5　release　（480／o）．　The　fraction－C，　in　which　denchi’specific

ginsenosides　were　contained，　showed　strong　and　dose－related　inhibition　of　ILmIB　release

（ICso＝2．86　ptg／mL）．　However，　the　inhibitory　activity　of　Panax　ginseng－related　ginsenosides

（fraction－B）　was　extremely　weak，　200／o　at　200　llg／mL，　as　compared　with　that　of　the　fraction－

C．

　　These　results　suggest　that　the　anti－inflammatory　effect　of　Denchi　is　achieved　through

an　inhibition　of　the　IL－IB　release，　and　that　the　active　compounds　are　highly　lipid－soluble

ginsenosides．　（Jpn　Pharmacol　Ther　2008　；　36　：　191－8）

KEY　WORDS　Panax　notoginseng　（Denchi），　Ginsenosides，　Cytokine，　lnhibition　of　IL－IB

release，　PBMC　cell，　Anti－inflammatory　effect

はじめに

　田七ニンジン（以下，田七と記載）とは，中国雲

南省から広西省の限定された高原地域においてのみ

採れるウコギ科のサンシチニンジン（Panax　notogin－

seng　E　H．　Chen）の根茎を乾燥したものである。田七

には「三七」「田三七」などさまざまな呼び名があ

り，これらの名前の由来は，種を蒔いてから生薬と

して収穫できるまでに3～7年もの年月を要するた

めとされている。さらに，「山漆」「金不換」などと

もよばれ，とくに「金不換」は，金にも換えがたい

ほど高価なものという意味があった。サンシチニン
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ジンはその名前から，いわゆるチョウセンニンジン

（オタネニンジン：Panax　ginseng　C。　A．　Meyer，以下，

人参と記載）としばしぼ混同されるが，別種の植物

である。

　走行については，古来より止血効果のある重要な

生薬として用いられていた。ベトナム戦争のとき負

傷したベトナム兵が止血剤として田七の粉末を傷口

に擦り込んでいたことから，アメリカ兵がそれを持

ち帰り，薬理作用の検討が始まったといわれてい

る1・2）。その後の基礎的研究により，田七に含まれる

サポニン類（ginsenoside類）に抗炎症・抗アレル

ギー作用3～5）や肝保護作用6）などが，triacylglycerol

に抗酸化作用7）が，またタンパク質には抗真菌作用8）

などが確認され，広範囲な薬理活性を有することが

示唆された。

　すでにわれわれは，田七のメタノール抽出成分を，

薄層クロマトグラフィー法（T：LC）および高速液体

クロマトグラフィー法（HPLC）によって人参のエ

タノール抽出成分と比較検討した9）。その結果，田

七には人参との共通成分としてginsenoside　Rg1，

Rb1，　Rd，　ReおよびRg2が検出されたが，いずれ

の成分とも含有量は地蒔のほうが高く，とくにgin－

senoside　Rg1の含有量が有意に高いことが確認され

た。さらに，TLCによる分析では二七には，人参に

は検出されなかったginsenoside類の7個の特異的

スポット（Rf値0．38～0．6）が確認された。また

HPLCによる分析では，　TLCで認められた特異的ス

ポットに対応するピークに加えて，ginsenoside類で

はない特異的な成分ピーク（ピークX）が確認され

た。一方，人参には，ginsenoside　Rb2，　Rb3，　Rc，

Rf，　Roなどが認められたが，これらの成分は田七で

は検出されなかった。

　TLCおよびHP：LCによる成分分析の結果から，田

七は人参と異なる薬理作用を示す可能性が示唆され

た。先に述べたように，田七の薬理作用として止血

作用1）や抗炎症・抗アレルギー作用3～5）などが知ら

れているが，その有効成分の同定，および作用機序

の解明はなされていない。

　本研究では，田七の抗炎症作用に注目し，炎症と

関連が深いサイトカイン分泌に対する抑制作用とそ

の有効成分について検討した。

1　材料と方法

1実験材料

　田七人参は中国雲南省で生産されたもので，㈱和

光化学（高崎市）から提供された。人参の乾燥品

（日本薬局方収載標品：ツムラ，東京）およびgin－

senoside　Rb1（Extrasynthese社：Genay，　France）は

市販製品を使用した。

　サイトカイン刺激物質としてphytohemagglutinin

（INF一α，　IL－2およびIL－10の分泌刺激物質），1ipo－

polysaccaride（TNF一α，　IL－1およびIL－6の分泌刺

激物質），およびconcanavallin　A（IL－4およびIL－5

の分泌刺激物質）はいずれも，RayBiotech，　Inc（Nor－

cross，　GA，　USA）の製品を使用した。

2　試料の作製

　田七の乾燥粉末（201．74g）を，約10倍量（2100

mL）のメタノール（MeOH）にて2時間にわたって

加熱還流した。得られた抽出液を常温（30℃以下）

で減圧濃縮してMeOHを除去し，得られた固形物

43．85gに以下の処置を施した。

　固形物の一部（0．91g）をサンプリング（田七エ

キス（A））に供し，残り（約43g）をceliteに吸着

乾燥させ，silica　ge1カラムクロマト（6　id×19．5　cm）

に供した。silica　ge1クロマトの展開溶液としてクロ

ロホルム／メタノール／水（CHCI3／MeOH／H20）系を

適用し，勾配鼎坐法10・11）で成分分離を行った。

　すなわち，田七のMeOH抽出液を図1に示す過程

で，展開溶液（CHC13：MeOH：H20）の比率を8：

2：0．2（液量2000mL）から開始し，15：5：0．7（液

量2000m：L），7：3：0．5（液量2000　mL），6：4：1

（液量1000m：L）と段階的に変えて溶出し，　MeOH

（液量2000mL）を最終液としてクロマトカラムを洗

浄して残存成分を溶出した。この過程で流出する溶

出液を500～1000mしの流分で分画し，　Fr．1～Fr．

12を得た。

　これらFr．　1～Fr．12の溶出画分にっき，前報9）に

おいて認められたTLC（CHCI3：MeOH：H20＝7：

3：0．5）におけるRf値の高い成分（0．38～0．6）を含

む書分を得るため，ginsenoside　Rg1を指標にして，

それより高い画分（Fr．1～Fr．4）と低い画分（Fr．5～

Fr．　12）をそれぞれあわせ，常温・減圧下で蒸発乾固

して得られた乾固物（Fr．1～Fr．4を画分（C）：2．83
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田七人参粉末　　（201．74g）

MeOH抽出（2．1　L）

　　　　2時間還流

MeOH溶液　　（43．85　g）・

　　　　田七エキス（A）

・一・・4 黶@Sampling　（O．91g）

シリカゲルークロマトグラフィー

（column　：　6　id×19．5cm）

溶媒：CHCI3／MeOH／H20（8：2：0．2）Fr．＝1－3［2．O　L］

　　　CHC13／MeOH／H20　（15　：　5　：　O．7）　Fr．　：　4－6　［2．0　L］

　　　CHC13／MeOH／H20　（7　：　3　：　O．5）　Fr．　：　7－9　［2．0　L］

　　　CHC13／MeOH／H20　（6　：4：　1）　Fr．　：　10－11　［1．0　L］

　　　MeOH　Fr．：12　［2．0　L］

Fr．　1－4　1　1　Fr．　5－12
（2．83　g）　1　1　（39．67　g）

画分（C）　　　　　　　　引分（B）

図1　二七人参成分の分画フローチャート

（Fr．　Fraction）

表1　炎症性サイトカイン分泌刺激の条件

サイトカイン　使用細胞　　刺激物質（濃度）　培養条件（時間／温度）　分析法

1］vrr一　y

TNF－a

IL－IB

IL－2

1L－4

1L－5

1L－6

1L－10

PBMC
PBMC
PBMC
PBMC
PBMC
PBMC
PBMC
PBMC

PHA　（2”g／mL）

LPS　（1ptg／mL）

LPS　（1ptg／mL）

PHA　（20　ptg／mL）

ConA　（20　ptg／mL）

ConA　（20　ptg／mL）

LPS　（1ptg／mL）

PHA　（3　ptg／mL）

24　h／370C

24　h／370C

24　h／3　70C

48　h／370C

48　h／370C

48　h／370C

24　h／370C

48　h／370C

且
琉
仏
脇
n
脇
n
仏

E
E
E
E
E
E
E
E

PHA，　Phytohemagglutinin　；　LPS，　Lipopolysaccharide　；　ConA，　Concanavallin　A　；

PMBC，　Periferal　mononuclear　blood　cell　；　EIA，　ELISA　immunoassay　method．

g，Fr．5～Fr．　12を画分（B）：39．67　g）を実験試料と

した。

3TLC解析
　シリカゲル薄層クロマト（T：LC　PIates　silica　gel　60

F254：Merk－KGaA，　Darmstadt，　Deutschland）を用

い，CHC13：MeOH：H20＝7：3：0．5混合液を展開

溶媒として，展開距離i15　cmで試料検体である田平

エキス（A），画分（B），可分（C）を展開した。ま

た，成分化合物を特定するためginsenoside　Rg1を，

参考として人参の50％エタノール（EtOH）抽出エ

キスを同一プレートで展開した。

　T：LC上の成分検出は，噴i霧試液に10％硫酸

（H2SO4）を用い，噴霧後，105℃，5分間加熱によっ

て行った。

4　サイトカイン分泌に及ぼす作用の検討

　1）8種類のサイトカイン分泌に及ぼす田七エキ

　　　スAの作用

　表1は，末梢血単球（PBMC）細胞からのサイト

カイン（INF一γ；TNF一α，　IL－1β，1レ2，　IL－4，　IL－

5，1：L－6およびIL－10）の分泌刺激条件，およびそ
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　4　　b

1．人参（50％エタノール抽出液）

2．田七エキス（A）

3．画調（B）

4．　Ginsenoside　Rg1

5．画分（C）

図2　田七エキス（A），画分（B），画分（C），ginsenoside

　　R91および人参エキス（50％EeOH抽出成分）の薄層

　　クロマトグラフィー（TLC）

れらの測定法を示したものである。この条件下で，

8種類のサイトカイン分泌に及ぼす田七エキス（A）

の影響を検討した。

　PBMC細胞に，田七エキス（A）とphytohemaggluti－

nin（INF一α，　IL－2およびIL－10の分泌刺激物質），

lipopolysaccharide（TNF一α，　IL－1βおよびIL－6の

分泌刺激物質）あるいはconcanavallin　A（IL－4およ

びIL－5の分泌刺激物質）のいずれかを同時に適用

した。すなわち，IFN一γ，　TNF一α，　IL－1βおよび

IL－6については37℃で24時間，1：L－2，　IL－4，　IL－

5およびIL－10については37℃で48時間にわたり

培養後，それぞれのサイトカイン分泌量をELISA法

（Enzyme－Linked　Immunosorbent　Assay：酵素免疫

測定法）にて測定した。ELISAキットおよびサイト

カイン抗体はRayBio　Inc（Norcross，　GA，　USA）から

購入した。

　各サイトカイン分泌刺激物質の単独適用による分

泌量を100％とし，それに対する田七エキスA＋刺

激物質の併用適用による分泌減少の割合を阻害率と

した。

　なお，上記実験系において，標準分泌阻害物質と

して，IL－1βに対してcyclohexamideを，その他の

サイトカインに対してdexamethasoneをそれぞれ

適用した場合，分泌がほぼ100％阻害されることが

確認されている（Cerep，　Le　Bois　Eveque，　Franceか

らの情報）。

　2）IL，一1β分泌に及ぼす田七エキス（A），画分

　　　（B），画分（C）の阻害作用

　IL－1β分泌に及ぼす田七エキス（A）（10，30およ

び100μ9／mL），画分（B）（50，100および200μ9／

mL）および画分（C）（25，50，100および200μ9／

mL）の阻害効果を検討した。　PBMC細胞に1ipopoly－

saccharideと各試料を同時適用し，37℃で24時間培

養後，IL－1β分泌量をELISA法にて測定した。

　さらに，IL－1β分泌に及ぼす画分（C）の低用量

（0．625，1．25，2．5，5および10μg／mL）の効果につ

いても，同法にて測定した。

5　データ分析

　それぞれの試料について測定を3回実施した。

50％分泌阻害濃度（IC50値）は，3回の測定値の平均

に対してHill方程式を適用し，得られた阻害曲線の

非線形回帰分析によって決定した。
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表2田下人参のメタノール抽出エキス（田七エキス

　　A）のサイトカイン分泌阻害率

表3　田七エキス（A），丁丁（B），

　　1β分泌阻害率

画分（C）のIL一

回忌トカイン 濃度（μ9／mL） ％抑制率 濃度（μ9／mL） ％抑制率

IFN－7

TNF－a
IL－IX3

1L－2

1L－4

1L－5

1L－6

1L－10

100

100

100

100

100

100

100

100

28

51

88

－1

34

－48

13

27

II三

田七エキス（A）

田七エキス（A）

田野エキス（A）

通分（B）

画分（B）

面分（B）

画分（C）

画分（C）

半分（C）

画分（C）

10

30

100

50

100

200

25

50

100

200

2
7
8
9
2
0
7
1
7
9

一
1
7
一

　
　
　
　
一
2
9
9
9
9

果

1　田七エキス（A），三分（B）および画分（C）のTLC

　パターン

　図2は，田七エキス（A），兄分（B）および画分

（C），ginsenoside　Rg1，および人参エキス（50％

EeOH抽出成分）を，展開溶媒としてCHCI3／MeOH／

H20＝7＝3：0．5を用いて展開したTLCクロマトグ

ラムである。TLCの結果から，画分（B）にはgin－

senoside　Rg1より脂溶性の低い成分が，画分（C）

にはginsenoside　Rg1より脂溶性の高い成分がそれ

ぞれ含有されていることが確認された。しかも，画

分（B）と画分（C）の各スポットは，二七エキス

（A）のスポットとよく一・致していた。

2　サイトカイン分泌に及ぼす作用

　1）8種類のサイトカイン分泌に及ぼす田七エキ

　　　ス（A）の作用

　表2は，PBMC細胞からの炎症性サイトカイン分

泌に及ぼす田畠エキス（A）の効果を示したもので

ある。サイトカインの分泌刺激には，INF一α，　IL－2

およびIL－10についてはphytohemagglutinin，

TNF一α，　IL－1βおよびIL－6についてはlipopolysac－

charide，およびIL－4およびIL－5についてはconca－

navallin　Aが用いられた。

　三七エキス（A）（100μg／mL）は，　IL－1β分泌を

88％，TNF一α分泌を51％，1：L－4分半を34％，

INF一γ分泌を28％，　IL－10分泌を27％，　IL－6分泌

を13％抑制した。一方，IL－2分泌には影響せず，　IL－

5分泌を48％促進した。

100

75

50

25

（
わ
写
唱
8
【
o
お
q
8
｝
o
承
）

ICso＝2．86”g／mL

　　　　　　　　　　　　e
　o

　　－1　O　1　2
　　　　　Log　［Sample　C］　（Ltg／mL）

図3　画分（C）のIL－1β分泌阻害作用の

　　濃度一効果相関

　2）IL－1β分泌に及ぼす田七エキス（A），画分

　　　（B），画分（C）の阻害作用

　田図エキス（A）が強力なIL－1β分泌阻害作用を

有することが判明したことから，1レ1β分泌に及ぼ

す田七エキス（A），画分（B）および画分（C）の

濃度一効果相関を検討した。その結果を表3に示す。

　田七エキス（A）は，30μg／mしで17％，および100

μg／mしで78％阻害した。画分（B）は，200μg／mし

の高濃度で20％阻害したのみで，IL－1β分泌阻害作

用はきわめて弱かった。一方，画分（C）において

は，25，50，100および200μg／m：しの濃度で，それ

ぞれ97，91，97および99％の阻害と，強力なIL－1β

分泌阻害作用を示した。つまり，IL－1β分泌阻害の

活性成分は画分（C）に存在することが判明した。
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　3）画分（C）のIL－1β分泌阻害作用の濃度一効果

　　　相関

　画分（C）のIL－1β分泌阻害作用が25μg／mしの

濃度ですでに天井に達していることから，さらに低

濃度範囲（0．65，1．25，2．5，5および10μg／mL）の

濃度一効果相関を検討した。その結果を図3に示す。

　四分（C）は，選択した濃度範囲で濃度依存的な

1：L－1β分泌阻害作用を示し，50％阻害濃度（IC50）

は2．86μg／mしであった。

m　考 察

　近年，疾病の予防や改善においては，因果論に基

づく疾病原因とその症状との相関性から薬を処方す

る西洋医学ばかりでなく，「証」，すなわち治療を前

提とした病態のありようを統合して薬物処方を行う

東洋医学にも広く注目が集まっている。

　さて，サイトカインとは，免疫系細胞群の相互作

用に働く20数種類の内因性微量タンパク分子の総

称であり，国際委員会は1978年に，これ以後，新

たに発見されるサイトカインをすべて白血球の間と

いう意味のインターロイキン（IL）の名称でよぶこ

とになった。ただし，腫瘍壊死因子（TNF），イン

ターフェロン（】［NF）もサイトカインの一種である。

サイトカインの主たる作用は免疫系の調節，および

造血にあずかる幹細胞の分化と炎症反応に大別され

る。

　すでに，田町には抗炎症作用のあることが報告さ

れているが3～5），その有効成分の分離同定や作用機

序の検討はほとんど行われていない。生体内へ病原

菌や異物が侵入した際，免疫系では各種免疫細胞が

サイトカインを分泌して生体防御力を高める。そこ

で本研究では，田町の抗炎症作用の発現機序を解明

する目的で，PBMC細胞から炎症と関連の深い8種

類のサイトカインの分泌に及ぼす効果を検討した。

　最初に，サイトカイン刺激物質によって惹起され

るPBMC細胞からのサイトカイン（INF一γ，

TNF一α，　IL，一1β，1：L－2，　IL－4，1：L－5，　IL－6および

1：L－10）分泌に及ぼす田七のMeOH抽出エキス（四

七エキス（A））100μg／mしの効果を検討したとこ

ろ，1：L－1β分泌に対して強力な（88％）分泌抑制作

用が認められた。次いでTNF一α分泌に対しては中

程度（51％）の分泌抑制作用が認められたが，IL－

4，INF一γ，　IL－10，1：L－6分泌に対しては顕著な阻害

作用は認められなかった。

　Rhuleら12）は，田七のエタノール抽出物がLPS刺

激によるTNF一αやIL－6分泌を抑制し，同時に，

LPS刺激ではCOX－2とIL－1βのmRNAの発現が
減弱することを報告している。さらに，Wuら13）は，

肝繊維症モデルラットにおいて，田七エキスが

TNF一α分泌を抑制することを報告している。これら

の報告は，本実験で田野エキスが各種サイトカイン

分泌を阻害したことと一致しており，町彫の抗炎症

作用の発現にはサイトカインの分泌阻害が密接に関

与していることを示唆している。他方，Liら14）は，

空気注入による炎症モデルにおいて，田七エキスを

処置すると好中球中のCa2＋レベルおよびフォス

フォリパーゼー2の活性が低下することを報告して

いる。これらの結果から，田平の抗炎症作用は，免

疫系細胞間の情報伝達にあずかるサイトカインの分

泌に対する遮断機構に深く関連することが示唆され

た。

　次に，田遊のメタノールエキスがPMBC細胞から

のIL－1β分泌を強力に阻害する結果から，その阻害

成分の検討を行った。すなわち，田七エキス（A）

中の成分を，人参と共通する成分を含む画分（B）

と田七に特有な成分を含む中分（C）に分離し，IL－

1β分泌に及ぼすそれぞれの平分の阻害効果を検討

した。

　まず，人参と共通する成分を含む三分（B）の1レ

1β分泌阻害作用を検討したが，有意な効力は認めら

れなかった。この西分（B）にはginsenoside　Rb1，

Rd，　ReおよびRg1が含まれていることが確認され

ている9）。先にSmonlinskiら15）は，　ginsenoside　Rb1

がLPS刺激によるTNF一αとIL－6の分泌を抑制す

ることを報告している。しかし，本実験で西分（B）

がIL－1β分泌を阻害しなかったことから，これら人

参と共通するginsenoside類の抗炎症作用は，IL－1β

の分泌阻害を介する機構作用と異なる機序によるも

のと推定された。事実，Rhuleら12）も，田七の抗炎

症作用がTNF一αやIL－6の分泌阻害によらないこ

とを報告している。

　一方，選分（C）には，強力（IC50＝2．86μg／mL）

かつ用量依存的なIL－1β分泌阻害作用が認められ
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た。画分（C）には，ginsenoside　Rg2を除くと，人

参に含まれないginsenoside類で，しかも脂溶性の

高い化合物が含まれており，TLCでは7個のスポッ

トが認められ，さらにHPLCではginsenosideでは

ない化合物（ピークX）の存在も確認されている

（栗原ほか，2008）。田七の抗炎症作用は，これらの

ginsenoside類あるいはピークXによるIL－1β分泌

阻害作用が関与している可能性が考えられる。しか

し，本研究ではこれらの化合物の同定および構造決

定を行っておらず，詳細は明らかでない。

　IL－1の代表的な生理活性として，免疫活性化作

用，すなわち発熱作用，炎症誘発作用ばかりでなく，

破骨細胞の活性化作用を有することが知られてい

る16・17）。田七がIL－1β遊離を比較的顕著に阻害する

ことから，抗炎症作用はもとより，骨密度低下の防

止作用を有することが期待される。

　免疫系は炎症機構に関連する内分泌系と同時に中

枢神経系とも密接な関係をもつシステムであること

から，神経系諸疾患におけるサイトカインの作用動

態についても多様な研究成果が報告されている。た

とえば，Alzheimer病の動物モデルにおけるアミロ

イドβタンパクの動態と脳内の小ダリア細胞から

のIL－1β遊離との関係が注目されている18～21）。ま

た，フットショック暴露によるストレス負荷ラット

では，視床下部においてIL－1β濃度が上昇し，この

変化は交感神経末端からのノルエピネフリン遊離に

起因することが解明されている22）。

口
口系論

　本実験では，田七の四分（C）がIL－1β遊離を有

意に阻害すること，および確認された脂溶性の高い

成分（ginsenoside類）が人参には含まれていない田

野固有の成分であることが明らかとなった。これら

の結果より，田七は人参と異なる薬理活性および臨

床応用性を有することが期待される。今後は有効成

分の探索と同時に，脳機能に及ぼす作用，たとえば

Alzheimer病の予防効果，ストレス緩和効果などを

意図した薬理作用の実験について検討を進めていく

予定である。

要 旨

　本研究では，田面人参（田浦）の抗炎症作用の機

序および活性成分の解明を目的に，炎症と関係の深

い8種類のサイトカイン（INF一γ，　TNF一α，　IL－1β，

IL－2，　IL－4，　IL－5，1：L－6およびIL－10）の分泌に対

する作用を検討した。

　田七のメタノール抽出エキス（田七エキス（A）：

100μg／mL）は，それぞれIL－1β分泌を88％，

TNF一α分泌を51％，1：L－4分泌を34％，　INF一γ分

泌を28％，1：L－10分野を27％，IL－6分置を13％抑

制した。他方，IL－2分泌には有意な影響を認めず，

IL－5分泌を48％促進した。そこで分泌阻害効果が

もっとも強かったIL－1β分泌についてさらに検討

したところ，田七エキス（A）の阻害率は，30μg／mし

で17％，および100μg／mしで78％であった。一方，

シリカゲル薄層クロマトグラフィー（展開溶媒とし

てCHCI3：MeOH：H20＝7：3：0．5混合液，展開距

離15cm）でginsenoside　Rg1およびそれよりRf値

の低い平分（B）（人参と共通するginsenoside類を

多く含む等分）のIL－1β分泌阻害率は，200μg／m：し

の高濃度でも20％であり，きわめて低いことがわ

かった。しかし，Rf値の高い平分（C）はそのIC50

が2．86μ／mしと，有意なIL－1β分泌阻害作用を示す

ことが認められた。本結果は，二七の抗炎症作用が

主としてIL－1βの分泌阻害作用を介して発現する

こと，その活性成分は人参に含まれない脂溶性の高

いginsenoside類に起因することが強く示唆され

た。
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